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●女性だけのギターサークル見学会　先生によ
る個人指導及び簡単な合奏でギターを楽しんで
います。お気軽においでください。対象は女性
のみ。３月18日㈪午後２時～４時30分、緑が丘
公民館。申し込みはソロギターサークル・ドル
チェ・鈴木 090-7906-9339
●歌の花束コンサート　合唱曲、唱歌、童謡、
ポピュラーなどどなたでも楽しめるコンサート
です。全席自由。４月７日㈰午後２時30分～４
時（午後２時開場）、勝田台文化センター。申
し込みはもくれん・手嶋 090-2148-9806
●ワイワイみんなの歌会　参加者みなさんから
のリクエストでいろいろな歌をたくさん歌いま
しょう。４月７日㈰午後２時～４時30分。八千
代台文化センター。申し込みはワイワイ音絵体
クラブ・加藤 6482-5228
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令和６年能登半島地震
被災地に職員派遣を行っています

ありがとうございました 大和田機場 ４月6日㈯に春の一般開放を実施大和田機場 ４月6日㈯に春の一般開放を実施

高校生が伝える高校生が伝える
「忘れないで。原爆の記憶」「忘れないで。原爆の記憶」

　大和田機場（村上3139）は、市内を南北に流れる新川（印旛放水路）の南端にあり、
（独）水資源機構千葉用水総合管理所が管理運営を行
う施設です。普段穏やかな新川の水は、印旛沼と繋
がり利根川へと流れていますが、大雨になると沼の
水位が下がらず、溢れ出す恐れがあります。この時
本領を発揮するのが大和田機場です。増水時には、
東京湾につながる花見川へ毎秒120トン（25ｍプール
を３秒で一杯にする量）の水を排水することが可能
で、洪水被害を発生させないよう、印旛沼や周辺地
域を守り続けています。
　その役割を広く市民の皆さんに知ってもらうこと
を目的に、桜の開花時期（毎年４月の第１
土曜日）に合わせて敷地内を全面開放して
おり、ポンプの試運転を見学することがで
きます。今年は４月６日㈯に実施され、ポ
ンプの試運転は午後１時30分から１時45分
までの15分間です。新川千本桜を愛

め

でなが
ら、大和田機場まで足を伸ばしてみてはい
かがでしょうか。

　２月10日勝田台文化センターで八千代高校２年生４人
が、修学旅行で広島を訪れ感じたことを発表しました。戦
後78年が経ち、被爆者の高齢化が進んでいる中、平和の大
切さを忘れないためには途切れ
ることなく戦争や原爆の悲惨さ
を後世に語り継いでいく必要が
あります。来場者からは「高校生
が感じた戦争と平和、心に響い
た」「平和の大切さを実感した」
などの感想が寄せられました。

　（株）オカムラホーム様と千葉英和高校調理
部の皆さんより「MIRAI KOMINKA for 
Schoolプロジェクト」で得られた収益の一部
から、農業生産者が農作物を加工する際に使
用できるミキサー１台を寄贈いただきました。

　本市は県からの要請を受け、１月12日から17日まで住家被害
認定調査のための応援職員として石川県珠

す

洲
ず

市へ２人、１月13
日から18日まで被災建築物応急危険度判定の応援職員として石
川県輪島市へ２人、１月28日から２月１日まで、２月18日から
22日まで、および３月４日から８日まで避難所運営支援のため
珠洲市に延べ６人を派遣しました。また、（公社）日本水道協会
千葉県支部からの要請を受け、１月20日から２月６日まで水道施
設の応急復旧活動に係る支援として、石川県羽

は

咋
くい

郡
ぐん

志
し

賀
か

町
まち

へ上
下水道局と市管工事協同組合の職員延べ17人を派遣しました。
　派遣された職員は現地の様子について市長へ報告を行い、珠
洲市役所の職員が少ない人数で電話対応に追われていた様子
や、避難所では食事内容や栄養に偏りがあること、倒壊してい
る家が多く復旧まで時間を要する印象を受けたことなどを話し
ました。※派遣期間は移動日も含みます。
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　視覚に障害を持つ人たちに、文字を言葉で届ける「声の広報や
ちよ」は、昭和49年から始まり、今年で50年目を迎えました。読み
上げてくれるのは、ボランティアグループ「朗読の会やちよ」の皆
さん。聞き手に伝わりやすいように、読み方や順番を考えながら、
毎号一日がかりで収録を行っています。長年こうしたボランティ
アの力に支えられながら続いています。声の広報やちよ（音声Ｃ
Ｄ）の送付を希望される人は、広報広聴課 421-6704へ。

声の広報やちよが50年目を迎えました声の広報やちよが50年目を迎えました
消費生活センター 483-1151（代表）
リサイクル •ガイド

●受け付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前９時～
正午・午後１時～５時。市内在住の人が対象です。企業・
営利団体は利用できません。
【ゆずります・無料】　▶砂利／ 1㎝灰色、3㎝ミック
スカラー・単色各種
上記の他に、市役所１階掲示板・市ホームページでもリ
サイクル品情報を紹介しています。▲ 朗読の会の皆さん

◀
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▲ポンプ試運転の様子

▲ 横倒れになったビル（輪島市）
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▲ 焼け焦げた弁当の持ち主や
家族に想いを巡らせました
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